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調査の概要

アンケート結果による業種別景況ＤＩ

全業種

業種別

景況ＤＩ推移グラフ

地域経済等主要指標

特別調査　「不透明感が増す経済社会情勢と中小企業経営」

緊急アンケート　「『2025年の最低賃金引き上げ』に関するアンケート調査」

郷土の特産品（第53回）
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調査の概要

1　調査時期　令和7年7～9月期実績見込みと令和7年10～12月期見通しについて、9月上旬に調査

2　調査方法　当金庫職員による面接聞き取り調査

3　調査対象　当金庫営業地域の取引先800先

4　調査対象企業の内訳

従 業 員 数 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 飲 食 業 建　　設
不動産業

運輸・通信
サービス業 合 　 計 構 成 比

（単位：先、％）

0～5

6～9

10～19

20～29

30～49

50～99

100～199

200人以上

合　　計

内繊維関連業

調査依頼数

回　答　率

52 

18 

25 

8 

8 

12 

6 

3 

132 

29 

132 

100.0 

48 

7 

5 

7 

1 

2 

1 

71 

6 

71 

100.0 

103 

10 

5 

2 

3 

1 

1 

125 

17 

125 

100.0 

78 

11 

1 

1 

1 

92 

92 

100.0 

65 

22 

19 

5 

8 

2 

121 

121 

100.0 

138 

28 

47 

14 

9 

10 

3 

10 

259 

259 

100.0 

484 

96 

102 

36 

26 

30 

11 

15 

800 

52 

800 

100.0 

60.5 

12.0 

12.8 

4.5 

3.2 

3.7 

1.4 

1.9 

100.0 

6.5 

人
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5　製造業・卸売業・小売業の内訳

6　分析方法
　景気動向指数（DI）を中心に分析

従 業 員 数 繊維品 機械器具
製　造　業 卸　売　業 小　売　業

その他 繊維品 その他 織物・既製服 自動車 その他

（単位：先）

0～5

6～9

10～19

20～29

30～49

50～99

100～199

200人以上

合　　計

16 

5 

4 

1 

1 

2 

29 

13 

6 

5 

3 

1 

2 

1 

31 

23 

7 

16 

4 

6 

8 

6 

2 

72 

4 

1 

1 

6 

44 

6 

5 

6 

1 

2 

1 

65 

16 

1 

17 

19 

3 

3 

1 

1 

1 

28 

68 

6 

2 

1 

2 

1 

80 

人

景気動向指数（DI）について

（例）　前期に比べ売上が
　　　　　増加した企業の割合
　　　　　横ばいだった企業の割合
　　　　　減少した企業の割合　　　　　　　　　であった場合、

45％
20％
35％

ＤＩは （増加した企業の割合） （減少した企業の割合）

（▲の表示はマイナスを示す。）
45％ 35％

増加 変らず 減少

10％－ ＝

45％ 35％20％

DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略。
「増加」・「上昇」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「低下」・「悪化」したとする企業割
合を差し引いた値で表す。企業経営者が肌で感じた景況感を映す指標で、直感的に理解しやすい
のが特徴。
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アンケート結果による業種別景況ＤＩ

繊維品製造業

機械器具製造業

その他製造業

製 造 業 全 体

卸 売 業

小 売 業

飲 食 業

建 設 業

不 動 産 業

運 輸・通 信 業

サ ー ビ ス 業

非製造業全体

全 業 種

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

前　　期 今　　期 来　　期

良い
DI　30％以上

やや良い
DI　10％以上
　　～30％未満

普通
DI　10％未満
　　～▲10％以上

やや悪い
DI　▲10％未満
　　～▲30％以上

悪い
DI　▲30％未満

凡　　　　例

業　　種

▲24.1

16.1

▲4.2

▲3.8

▲8.5

▲16.0

▲3.3

▲6.4

▲10.0

▲6.1

▲7.2

▲6.7

7.1

（令和7年4～6月期） （令和7年10～12月期）

▲17.2

3.3

▲5.5

▲6.1

▲1.4

▲11.2

▲6.5

▲8.9

▲6.7

▲3.4

▲5.7

▲5.7

0.0

▲27.6

3.3

▲4.1

▲7.6

▲4.2

▲18.4

▲3.2

▲6.3

0.0

▲8.3

▲7.8

▲7.7

2.4

（令和7年7～9月期）
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全業種

概　況

は、調査依頼数800先のデータ

10

0

▲10

▲20

▲30

▲40

（見通し）

1  景況感
今期（7～９月）の実績見込み
　業種別でみると、飲食業、建設業、不動産業、運
輸・通信業は改善し、それ以外の業種は下降と
なった。
全業種 ……………… ▲ 7.7％ （ 2.0㌽下降）
製造業 …………… ▲ 7.6％ （ 1.5㌽下降）
非製造業 ………… ▲ 7.8％ （ 2.1㌽下降）
卸売業 ………… ▲ 4.2％ （ 2.8㌽下降）
小売業 ………… ▲18.4％ （ 7.2㌽下降）
飲食業 ………… ▲ 3.2％ （ 3.3㌽改善）
建設業 ………… ▲ 6.3％ （ 2.6㌽改善）
不動産業 ……… 2.4％ （ 2.4㌽改善）
運輸・通信業 … 　 0.0％ （16.7㌽改善）
サービス業 …… ▲ 8.3％ （ 4.9㌽下降）

　
来期（10～12月）の見通し
　業種別でみると、卸売業、飲食業、建設業、
運輸・通信業は下降、それ以外の業種は改善す
る見通しである。
全業種 ……………… ▲ 6.7％ （ 1.0㌽改善）
製造業 …………… ▲ 3.8％ （ 3.8㌽改善）
非製造業 ………… ▲ 7.2％ （ 0.6㌽改善）
卸売業 ………… ▲ 8.5％ （ 4.3㌽下降）
小売業 ………… ▲16.0％ （ 2.4㌽改善）
飲食業 ………… ▲ 3.3％ （ 0.1㌽下降）
建設業 ………… ▲ 6.4％ （ 0.1㌽下降）
不動産業 ……… 7.1％ （ 4.7㌽改善）
運輸・通信業 … ▲10.0％ （10.0㌽下降）
サービス業 …… ▲ 6.1％ （ 2.2㌽改善）

は、現在調査先の前回調査時見通し

景況DI（製造業・非製造業）の推移

景況DIの推移

10

0

▲10

▲20

▲30

▲40

（見通し）

製造業全体
非製造業全体

4・3 6 9 12
5・3 6 9 12

6・3 6 9 12
7・3 6 9 12

4・3 6 9 12
5・3 6 9 12

6・3 6 9 12
7・3 6 9 12

◇当金庫営業地域取引先の今期（7～9 月）の景況感を前期（4～6 月）と比較してみると、景況ＤＩは、製造
業が▲7.6％と1.5㌽マイナス幅を広げている。また、非製造業も▲7.8％と2.1㌽マイナス幅を広げており、全業
種として▲7.7％と2.0㌽マイナス幅を広げている。米を中心とした物価高やエネルギー価格の高止まりによる
影響が続き、景況感は足踏み状態にあるが、前回調査時点による今期見通し（▲8.6％、前期比2.9㌽下降）
は0.9㌽改善した。
　先行き（10～12 月）については、製造業が▲3.8％で今期比3.8㌽マイナス幅を縮小し、非製造業も▲7.2％
で今期比0.6㌽マイナス幅を縮小し、全業種でも▲6.7％で今期比1.0㌽マイナス幅を縮小する見通しで
ある。
◇売上ＤＩは、製造業が▲6.8％で前期比1.5㌽マイナス幅を広げ、非製造業も▲3.8％で前期比0.1㌽マイナ
ス幅を広げている。先行きについては、製造業が▲4.5％で2.3㌽マイナス幅を縮小し、非製造業も▲1.8％で
2.0㌽マイナス幅を縮小し、全業種では▲2.3％で1.9㌽マイナス幅を縮小する見通しである。
◇収益ＤＩは、製造業が▲9.8％で前期比1.4㌽マイナス幅を広げ、非製造業も▲11.4％で前期比1.9㌽マイ
ナス幅を広げている。先行きについては、製造業が▲8.3％で1.5 ㌽マイナス幅を縮小し、非製造業も▲7.5％
で3.9㌽マイナス幅を縮小し、全業種では▲7.6％で3.6㌽マイナス幅を縮小する見通しである。

令和6年10～12月期
より調査要領変更

令和6年10～12月期
より調査要領変更
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全業種

売上・収益の動き

（見通し）

業種別の動き

2  売上・収益
今期（７～９月）の実績見込み
⑴　全業種の売上ＤＩは▲4.2％で前期と比べ
0.2㌽、収益ＤＩは▲11.2％で前期と比べ1.9㌽
それぞれマイナス幅を広げている。
⑵　業種別の売上ＤＩは、製造業全体が▲6.8％
で前期と比べ1.5㌽マイナス幅を広げている。
　　非製造業全体は▲3.8％で、前期と比べ0.1㌽
マイナス幅を広げている。うち、不動産業は
2.4％で2.4㌽、運輸・通信業は0.0％で6.7㌽そ
れぞれ改善している。飲食業は4.3％で、7.5㌽
改善しプラスに転じている。卸売業は1.4％で
1.4㌽下降している。小売業は▲10.4％で1.6㌽、
建設業は▲6.4％で1.3㌽、サービス業は▲5.6％
で2.6㌽いずれもマイナス幅を広げている。
⑶　業種別の収益ＤＩは、製造業全体が▲9.8％
で前期と比べ1.4㌽マイナス幅を広げている。
　　非製造業全体は▲11.4％で、前期と比べ1.9㌽
マイナス幅を広げている。うち、卸売業は▲7.0％
で2.8㌽、飲食業は▲14.1％で4.4㌽、建設業は
▲15.2％で2.5㌽、運輸・通信業は▲10.0％で
3.4㌽いずれもマイナス幅を縮小している。不
動産業は2.4％で横ばいとなっている。小売業
は▲19.2％で5.6㌽、サービス業は▲8.7％で
6.5㌽それぞれマイナス幅を広げている。

来期（10～12月）の見通し
　全業種の来期の売上ＤＩは▲2.3％で1.9㌽、収
益ＤＩは▲7.6％で3.6㌽それぞれマイナス幅を
縮小する見通しである。

業種別の売上ＤＩ・収益ＤＩ見通しは、次の通り
となっている。
　　　　　　　　　　［売上］   　［収益］
全業種 ………………  ▲ 2.3％    ▲ 7.6％
製造業 ……………  ▲ 4.5％    ▲ 8.3％
非製造業 …………  ▲ 1.8％    ▲ 7.5％
　卸売業 …………  ▲ 4.2％    ▲ 5.6％
　小売業 …………  ▲ 8.0％    ▲16.0％
　飲食業 …………  3.3％    ▲10.9％
　建設業 …………  2.6％    ▲ 5.1％
　不動産業 ………  11.9％    11.9％
　運輸・通信業 …  ▲ 3.3％    ▲16.7％
　サービス業 ……  ▲ 3.5％    ▲ 5.2％

非製造業全体
10

0

▲10

▲20

10

0

▲10

▲20

（見通し）

10

0

▲10

▲20

製造業全体

（見通し）

売上DI
収益DI

売上DI
収益DI

5・12
6・3 6 9 12

7・3 6 9 12

5・12
6・3 6 9 12

7・3 6 9 12

5・12
6・3 6 9 12

7・3 6 9 12

売上DI
収益DI

令和6年10～12月期
より調査要領変更

令和6年10～12月期
より調査要領変更

令和6年10～12月期
より調査要領変更
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業種別
製造業 製造業全体

その他の動向（前期・今期）

◎販売価格DI

（見通し）

景況・売上の動き今期（７～９月）の実績見込み
⑴　製造業全体の景況ＤＩは▲7.6％で、前期と比
べ1.5㌽マイナス幅を広げている。
　　業種別にみると、その他製造業は▲4.1％で1.4㌽
　マイナス幅を縮小している。機械器具製造業は
3.3％で横ばいとなっている。繊維品製造業は
▲27.6％で10.4㌽マイナス幅を広げている。
⑵　売上ＤＩは▲6.8％で、前期と比べ1.5㌽マイナス
幅を広げている。
　　業種別にみると、機械器具製造業は6.5％で3.2㌽
プラス幅を広げている。繊維品製造業は▲24.1％
で6.9㌽、その他製造業は▲5.5％で1.4㌽それぞ
れマイナス幅を広げている。
⑶　収益ＤＩは▲9.8％で、前期と比べ1.4㌽マイナス
幅を広げている。
　　業種別にみると、その他製造業は▲6.9％で1.4㌽
　マイナス幅を縮小している。機械器具製造業は
3.2％で0.1㌽下降している。繊維品製造業は
▲31.0％で10.3㌽マイナス幅を広げている。

〈注〉上段前期：下段今期

◎原材料価格DI

◎受注残DI

◎資金繰りDI

◎借入の状況
　（％）

◎人手DI

◎設備投資
　（％）

0.012.1今期

8.3

今期

25.0

今期

▲ 3.1

今期

▲ 8.3

今期

今期

▲ 5.3

今期

増加 変らず 減少

上昇 変らず 下降

上昇 変らず 下降

楽 変らず 苦しい

した しない

過剰 適正 不足

した しない

10.6

7.62.3

2.3

10

0

▲10

▲20

景況DI
売上DI

来期（10～ 12月）の見通し
　来期の景況ＤＩは▲3.8％で、今期と比べ3.8㌽マイ
ナス幅を縮小する見通しである。
　売上ＤＩは▲4.5％で2.3㌽、収益ＤＩは▲8.3％で1.5㌽
それぞれマイナス幅を縮小する見通しである。

DI今期の実績見込み

● 前期（令和7年4～6月期）　　◯ 今期（令和7年7～9月期）

DI来期の見通し

● 今期（令和7年7～9月期）　　◯ 来期（令和7年10～12月期）

5・12
6・3 6 9 12

7・3 6 9

景 況
売 上

繊維品
製造業

▲10 0 10▲20▲30▲40▲50▲60

景 況
売 上

機械器具
製造業

景 況
売 上

その他
製造業

91.7

0.025.0 75.0

景 況
売 上

繊維品
製造業

▲10▲20▲30▲40▲50▲60 0 10

20

20

景 況
売 上

機械器具
製造業

景 況
売 上

その他
製造業

12

令和6年10～12月期
より調査要領変更

87.9

0.08.3前期

12.1

91.7

前期

28.8 0.028.8

前期

▲ 6.8

16.713.6

前期

▲10.6 12.92.3

前期

19.7 80.3

22.7 77.3

前期

▲ 4.5 8.33.8

前期

89.410.6

8.3

71.2

22.015.2 62.8

69.7

87.1

84.8

90.1

87.9
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製造業 繊維品製造業

景況・売上の動き今期（７～９月）の実績見込み
⑴　繊維品製造業の景況ＤＩは▲27.6％で、前期
と比べ10.4㌽マイナス幅を広げている。
　　業種別にみると、紳士織物業、その他織物
製造業、織物修整業、縫製業、その他繊維製
造業はいずれも横ばいとなっている。撚糸業は
下降している。婦人織物業はマイナス幅を広げ
ている。
　
紳士織物業 ……… 0.0％（横ばい）
婦人織物業 ……… ▲50.0％（25.0㌽下降）
その他織物製造業 … ▲66.7％（横ばい）
撚糸業 …………… ▲50.0％（50.0㌽下降）
織物修整業 ……… ▲50.0％（横ばい）
縫製業 …………… ▲25.0％（横ばい）
その他繊維製造業 … 0.0％（横ばい）

⑵　売上ＤＩは▲24.1％で、前期と比べ6.9㌽マイ
ナス幅を広げている。
　　業種別にみると、その他繊維製造業は改善
している。紳士織物業、その他織物製造業、織
物修整業、縫製業はいずれも横ばいとなってい
る。撚糸業は下降している。婦人織物業はマイ
ナス幅を広げている。

⑶　収益ＤＩは▲31.0％で、前期と比べ10.3㌽マ
イナス幅を広げている。
　　業種別にみると、紳士織物業、その他織物
製造業、織物修整業、縫製業、その他繊維製
造業はいずれも横ばいとなっている。撚糸業は
下降している。婦人織物業はマイナス幅を広
げている。

来期（１０～１２月）の見通し
　来期の景況ＤＩは▲24.1％で、今期と比べ3.5㌽
マイナス幅を縮小する見通しである。
　
　業種別の景況ＤＩは、 次の通りとなっている。
　紳士織物業……… 0.0％（横ばい）
　婦人織物業……… ▲25.0％（25.0㌽改善）
　その他織物製造業… ▲66.7％（横ばい）
　撚糸業…………… ▲25.0％（25.0㌽改善）
　織物修整業……… ▲50.0％（横ばい）
　縫製業…………… 0.0％（25.0㌽改善）
　その他繊維製造業… ▲20.0％（20.0㌽下降）

　来期の売上ＤＩは▲24.1％、収益ＤＩは▲31.0％
でともに横ばいとなる見通しである。

※1反50m　1本40m
※株式会社リサーチセンター提供

（見通し）
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－ ８ －

製造業 繊維品製造業

その他の動向（前期・今期）

　今期の経営上の問題点として、「売上の停滞・減少」、次いで「原材料高」、｢輸入製品との競争の激化｣、
「同業者間の競争の激化」をあげており、これに対して「販路を広げる」、次いで「経費を節減する」、「新製
品・技術を開発する」、「人材を確保する」を当面の重点経営施策としている。

◎販売価格DI

〈注〉上段前期：下段今期

◎原材料価格DI

◎受注残DI

◎資金繰りDI

◎借入の状況
　（％）

◎人手DI

◎設備投資
　（％）

今期

3.4
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27.6
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▲13.8
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▲20.7
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0.0
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増加 変らず 減少
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上昇 変らず 下降

楽 変らず 苦しい

した しない
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令和6年10～12月期
より調査要領変更

－ ９ －

20
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▲10
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▲30

製造業 機械器具製造業

景況・売上の動き

その他の動向（前期・今期）

（見通し）

経営上の問題点

当面の重点経営施策

今期（７～９月）の実績見込み
⑴　機械器具製造業の景況ＤＩは3.3％で、前期と
比べ横ばいとなっている。
　　業種別にみると、一般機械器具製造業は5.0％
で5.0㌽改善している。電気械器具製造業は0.0％
で横ばいとなっている。その他機械器具製造業は
0.0％で14.3㌽下降している。
⑵　売上ＤＩは6.5％で、前期と比べ3.2㌽プラス幅を
広げている。業種別では、一般機械器具製造業
は5.0％で5.0㌽改善している。電気機械器具製造
業は0.0％、その他機械器具製造業は14.3％でとも
に横ばいとなっている。
⑶　収益ＤＩは3.2％で0.1㌽下降している。
⑷　経営上の問題点として、「同業者間の競争激
化」、次いで「売上の停滞・減少」および「利幅の
縮小」、「原材料高」をあげており、これに対して
「経費を節減する」、次いで「販路を広げる」、「人
材を確保する」、「情報力を強化する」を当面の重
点経営施策としている。

来期（１０～１２月）の見通し
　来期の景況ＤＩは16.1％で、今期と比べ12.8㌽
プラス幅を広げる見通しである。
　売上ＤＩは16.1％で9.6㌽、収益ＤＩは9.7％で
6.5㌽それぞれプラス幅を広げる見通しである。

◎資金繰りDI

今期　 6.5

楽 変らず 苦しい

◎借入の状況
　（％） 前期

今期

した しない

◎人手DI

今期

過剰 適正 不足

◎設備投資
　（％）

22.6

今期

した しない

◎受注残DI

今期6.5

増加 変らず 減少

〈注〉上段前期：下段今期
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製造業 その他製造業

景況・売上の動き

（見通し）

今期（７～９月）の実績見込み
⑴　その他製造業の景況ＤＩは▲4.1％で、前期
と比べ1.4㌽マイナス幅を縮小している。
⑵　売上ＤＩは▲5.5％で1.4㌽マイナス幅を広げ
ている。収益ＤＩは▲6.9％で1.4㌽マイナス幅
を縮小している。

⑶　経営上の問題点として、｢同業者間の競争
の激化｣、次いで「売上の停滞・減少」、「原材
料高」、「工場・機械の狭小・老朽化」をあげて
おり、これに対して「経費を節減する」および
「販路を広げる」、次いで「新製品・技術を開発
する」、「人材を確保する」を当面の重点経営
施策としている。

来期（１０～１２月）の見通し
　来期の景況ＤＩは▲4.2％で、今期と比べ0.1㌽
マイナス幅を広げる見通しである。
　売上ＤＩは▲5.6％で0.1㌽、収益ＤＩは▲7.0％で
0.1㌽それぞれマイナス幅を広げる見通しである。

その他の動向（前期・今期）

経営上の問題点

当面の重点経営施策

◎資金繰りDI

今期

楽 変らず 苦しい

◎借入の状況
　（％）
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した しない

◎人手DI
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過剰 適正 不足

◎設備投資
　（％）

今期

した しない

◎受注残DI

今期

増加 変らず 減少

〈注〉上段前期：下段今期
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景況DI
売上DI

－ 11 －

非製造業全体非製造業

景況・売上の動き

その他の動向（前期・今期）

（見通し）

今期（７～９月）の実績見込み
⑴　非製造業全体の景況ＤＩは▲7.8％で、前期と
比べ2.1㌽マイナス幅を広げている。
　　業種別にみると、不動産業は改善している。運
輸・通信業は改善し0.0％になっている。飲食業、
建設業はともにマイナス幅を縮小している。卸売
業、小売業、サービス業はいずれもマイナス幅を
広げている。
⑵　売上ＤＩは▲3.8％で、前期と比べ0.1㌽マイナス
幅を広げている。
　　業種別にみると、不動産業は改善している。飲
食業は改善しプラスに転じている。運輸・通信業
は改善し0.0％になっている。卸売業は下降してい
る。小売業、建設業、サービス業はいずれもマイナ
ス幅を広げている。
⑶　収益ＤＩは▲11.4％で、前期と比べ1.9㌽マイナ
ス幅を広げている。
　　業種別にみると、卸売業、飲食業、建設業、運
輸・通信業はいずれもマイナス幅を縮小している。
不動産業は横ばいとなっている。小売業、サービ
ス業はともにマイナス幅を広げている。

◎資金繰りDI
前期

今期

楽 変らず 苦しい

◎借入の状況
　（％） 前期

今期

した しない

◎人手DI
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過剰 適正 不足

◎残業時間DI
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◎設備投資（％）
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〈注〉上段前期：下段今期
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　来期の景況ＤＩは▲7.2％で、今期と比べ0.6㌽マイ
ナス幅を縮小する見通しである。
　売上ＤＩは▲1.8％で2.0㌽、収益ＤＩは▲7.5％で3.9㌽
それぞれマイナス幅を縮小する見通しである。

9.4

7.5

● 前期（令和7年4～6月期）　　◯ 今期（令和7年7～9月期）

DI今期の実績見込み
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11.3
景況DI
売上DI

非製造業 卸売業

景況・売上の動き
その他の動向（前期・今期）

（見通し）

経営上の問題点

当面の重点経営施策
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今期（７～９月）の実績見込み
⑴　卸売業の景況ＤＩは▲4.2％で、前期と比べ
2.8㌽マイナス幅を広げている。
　　業種別にみると、繊維品卸売業は▲16.7％
で16.7㌽下降している。その他卸売業は▲3.1％
で1.6㌽マイナス幅を広げている。
⑵　売上ＤＩは1.4％で、前期と比べ1.4㌽下降して
いる。
　　業種別にみると、その他卸売業は3.1％で横
ばいとなっている。繊維品卸売業は▲16.7％で
16.7㌽下降している。
⑶　収益ＤＩは▲7.0％で2.8㌽マイナス幅を縮小
している。
⑷　経営上の問題点として、「同業者間の競争
の激化」、次いで「売上の停滞・減少」、「利幅
の縮小」、「仕入先からの値上げ要請」をあげ
ており、これに対して｢販路を広げる｣、次いで
「経費を節減する」、「情報力を強化する」およ
び「品揃えを充実する」を当面の重点経営施
策としている。

来期（１０～１２月）の見通し
　来期の景況ＤＩは▲8.5％で、今期と比べ4.3㌽
マイナス幅を広げる見通しである。
　売上ＤＩは▲4.2％で5.6㌽下降しマイナスに転じ
る見通しである。収益ＤＩは▲5.6％で1.4㌽マイナス
幅を縮小する見通しである。

〈注〉上段前期：下段今期

◎資金繰りDI

今期

楽 変らず 苦しい

▲ 7.1

◎借入の状況
　（％） 前期

今期

した しない

◎人手DI
前期

今期

過剰 適正 不足

▲ 7.0

◎在庫DI
前期

今期

過剰 適正 不足

　 0.0

7.093.00.0

4.2

1.4

60

50

40

30

20

10

0

6
5・9

5・12
5・12

6・3 6
5・9

5・12
7・3

－ 12 －

　
強
化
す
る

情
報
力
を

利
幅
の
縮
小

　
充
実
す
る

品
揃
え
を

16.9
9.9

71.8

　
停
滞
・
減
少

売
上
の

　
値
上
げ
要
請

仕
入
先
か
ら
の

　
競
争
の
激
化

同
業
者
間
の

23.9

45.1

23.9
21.1

73.2

19.7

64.8
59.2

76.1

12.7 11.3 11.311.3

35.2

22.5

43.7
47.9

39.4 38.0

21.1

63.4

▲ 7.0

4.2

20

10

0

▲10

▲20

▲30

84.5

4.291.6

前期▲ 8.5 2.8 11.385.9

81.718.3

81.718.3

7.093.00.0

2.8 1.495.8

7
〜
9
月
期

4
〜
6
月
期

1
〜
3
月
期

7
〜
9
月
期

4
〜
6
月
期

1
〜
3
月
期

令和6年10～12月期
より調査要領変更



－ 13 －

非製造業 小売業

景況・売上の動き

経営上の問題点

当面の重点経営施策
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今期（７～９月）の実績見込み
⑴　小売業の景況ＤＩは▲18.4％で、前期と比べ
7.2㌽マイナス幅を広げている。
　　業種別にみると、自動車小売業は▲10.7％
で横ばいとなっている。織物・既製服小売業
は▲23.5％で5.9㌽、その他小売業は▲20.0％
で10.0㌽それぞれマイナス幅を広げている。
⑵　売上ＤＩは▲10.4％で、前期と比べ1.6㌽マ
イナス幅を広げている。
　　業種別にみると、織物･既製服小売業は
▲11.8％で5.8㌽、自動車小売業は▲3.5％で
7.2㌽それぞれマイナス幅を縮小している。
その他小売業は▲12.5％で6.3㌽マイナス幅
を広げている。
⑶　収益ＤＩは▲19.2％で5.6㌽マイナス幅を広
げている。
⑷　経営上の問題点として、「同業者間の競争
の激化」、次いで「売上の停滞・減少」、「大型
店との競争の激化」、「仕入先からの値上げ要
請」をあげており、これに対して「経費を節減
する」、次いで「宣伝・広告を強化する」、「品揃
えを改善する」、「売れ筋商品を取扱う」を当
面の重点経営施策としている。

来期（１０～１２月）の見通し
　来期の景況ＤＩは▲16.0％で、今期と比べ2.4㌽
マイナス幅を縮小する見通しである。
　売上ＤＩは▲8.0％で2.4㌽、収益ＤＩは▲16.0％
で3.2㌽それぞれマイナス幅を縮小する見通しで
ある。

その他の動向（前期・今期）

〈注〉上段前期：下段今期
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非製造業 飲食業

　
節
減
す
る
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費
を

経営上の問題点

当面の重点経営施策

利
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の
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今期（７～９月）の実績見込み
⑴　飲食業の景況ＤＩは▲3.2％で、前期と比べ
3.3㌽マイナス幅を縮小している。
⑵　売上ＤＩは4.3％で7.5㌽改善しプラスに転じて
いる。収益ＤＩは▲14.1％で4.4㌽マイナス幅を縮
小している。
⑶　経営上の問題点として、「同業者間の競争
の激化」、次いで「売上の停滞・減少」、「仕入
先からの値上げ要請」、「利幅の縮小」をあげ
ており、これに対して「経費を節減する」、次い
で「宣伝・広告を強化する」、「品揃えを改善す
る」、「仕入先を開拓・選別する」を当面の重点
経営施策としている。

来期（１０～１２月）の見通し
　来期の景況ＤＩは▲3.3％で、今期と比べ0.1㌽
マイナス幅を広げる見通しである。
　売上ＤＩは3.3％で1.0㌽下降する見通しであ
る。収益ＤＩは▲10.9％で3.2㌽マイナス幅を縮小
する見通しである。
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非製造業 建設業

今期（７～９月）の実績見込み
⑴　建設業の景況ＤＩは▲6.3％で、前期と比べ
2.6㌽マイナス幅を縮小している。
⑵　売上ＤＩは▲6.4％で1.3㌽マイナス幅を広げて
いる。収益ＤＩは▲15.2％で2.5㌽マイナス幅を縮
小している。
⑶　経営上の問題点として、「同業者間の競争
の激化」、次いで「材料価格の上昇」、「売上の
停滞・減少」、「人手不足」をあげており、これに
対して「経費を節減する」、次いで「販路を広げ
る」、「技術力を高める」、「情報力を強化する」
を当面の重点経営施策としている。

来期（１０～１２月）の見通し
　来期の景況ＤＩは▲6.4％で、今期と比べ0.1㌽
マイナス幅を広げる見通しである。
　売上ＤＩは2.6％で9.0㌽改善しプラスに転じる
見通しである。収益ＤＩは▲5.1％で10.1㌽マイナ
ス幅を縮小する見通しである。

景況・売上の動き

（見通し）
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非製造業 不動産業

経営上の問題点

当面の重点経営施策

　
競
争
の
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同
業
者
間
の

今期（７～９月）の実績見込み
⑴　不動産業の景況ＤＩは2.4％で、前期と比べ
2.4㌽改善している。
⑵　売上ＤＩは2.4％で、2.4㌽改善している。収
益DIは2.4％で横ばいとなっている。
⑶　経営上の問題点として、「同業者間の競争
の激化」、次いで「商品物件の不足」、「商品物
件の高騰」、「大手企業との競争激化」をあげ
ており、これに対して「宣伝・広告を強化す
る」、次いで「販路を広げる」、「経費を節減す
る」、「情報力を強化する」を当面の重点経営
施策としている。

来期（１０～１２月）の見通し
　来期の景況ＤＩは7.1％で、今期と比べ4.7㌽プ
ラス幅を広げる見通しである。
　売上ＤＩは11.9％で9.5㌽、収益ＤＩは11.9％で
9.5㌽それぞれプラス幅を広げる見通しである。

その他の動向（前期・今期）

〈注〉上段前期：下段今期
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非製造業 運輸・通信業

景況・売上の動き

（見通し）

経営上の問題点

当面の重点経営施策

今期（７～９月）の実績見込み
⑴　運輸・通信業の景況ＤＩは前期と比べ0.0％
で6.7㌽改善している。
⑵　売上ＤＩは0.0％で6.7㌽改善している。収益
ＤＩは▲10.0％で3.4㌽マイナス幅を縮小して
いる。
⑶　経営上の問題点として、「同業者間の競争
の激化」、次いで「人手不足」、「売上の停滞・
減少」、「利幅の縮小」をあげており、これに対し
て「販路を広げる」、次いで「経費を節減する」、
「人材を確保する」、「教育訓練を強化する」を
当面の重点経営施策としている。

来期（１０～１２月）の見通し
　来期の景況ＤＩは▲10.0％で、今期と比べ10.0㌽
下降する見通しである。
　売上ＤＩは▲3.3％で3.3㌽下降する見通しであ
る。収益ＤＩは▲16.7％で6.7㌽マイナス幅を広げ
る見通しである。

その他の動向（前期・今期）
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〈注〉上段前期：下段今期
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非製造業 サービス業

経営上の問題点
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今期（７～９月）の実績見込み
⑴　サービス業の景況ＤＩは▲8.3％で、前期と
比べ4.9㌽マイナス幅を広げている。
⑵　売上ＤＩは▲5.6％で2.6㌽、収益ＤＩは▲8.7％
で6.5㌽それぞれマイナス幅を広げている。
⑶　経営上の問題点として、「同業者間の競争
の激化」、次いで「売上の停滞・減少」、「人件
費の増加」、「利幅の縮小」をあげており、これ
に対して「経費を節減する」、次いで「宣伝・広
告を強化する」、「販路を広げる」、「人材を確保
する」を当面の重点経営施策としている。

来期（１０～１２月）の見通し
　来期の景況ＤＩは▲6.1％で、今期と比べ2.2㌽
マイナス幅を縮小する見通しである。
　売上ＤＩは▲3.5％で2.1㌽、収益ＤＩは▲5.2％
で3.5㌽それぞれマイナス幅を縮小する見通しで
ある。

その他の動向（前期・今期）
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景況・売上の動き
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主 な 経 済 ・ 社 会 情 勢

25 年 12 月　 特 定 秘 密 保 護 法 成 立

25 年 9 月　 日 銀 当 座 預 金 残 高 1 0 0 兆 円 突 破

25 年 7 月　 Ｔ Ｐ Ｐ 交 渉 正 式 参 加

25 年 6 月　 富 士 山 が 世 界 遺 産 登 録

25 年 3 月　 日 銀 新 体 制 、 量 質 両 面 か ら 大 胆 な 金 融 緩 和　
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71
ヵ月

ノ ー ベ ル 物 理 学 賞

青 色 発 光 ダ イ オ ー ド 発 明 で 赤 崎 、 天 野 、 中 村 の 3 氏 に

26 年 4 月　 消 費 税 17 年 ぶ り に 引 き 上 げ （ 5 ％ ↓ 8 ％ ）

26 年 1 月　 少 額 投 資 非 課 税 制 度 （ N I S A ） 開 始

26 年 6 月　 富 岡 製 糸 場 が 世 界 遺 産 登 録

26 年 10 月　

26 年 12 月　 小 惑 星 探 査 機 「 は や ぶ さ ２ 」 打 ち 上 げ 成 功

27 年 1 月　 相 続 税 ・ 贈 与 税 の 抜 本 改 正

27 年 5 月　 改 正 会 社 法 の 施 行

27 年 6 月　 18 歳 選 挙 権 ・ 改 正 公 選 法 成 立

27 年 7 月　 明 治 日 本 の 産 業 革 命 遺 産 が 世 界 遺 産 登 録

27 年 9 月　 改 正 マ イ ナ ン バ ー 法 成 立

27 年 11 月　 半 世 紀 ぶ り に 国 産 旅 客 機 「 M R J 」 飛 行

27 年 12 月　 米 、 ゼ ロ 金 利 を 解 除 し 9 年 半 ぶ り 利 上 げ

28 年 2 月　 日 銀 、 初 の マ イ ナ ス 金 利 導 入

28 年 4 月　 熊 本 地 震 発 生　 震 度 7 を 2 回 観 測

28 年 5 月　 伊 勢 志 摩 サ ミ ッ ト 開 催

28 年 6 月　 国 民 投 票 で 英 国 が Ｅ Ｕ 離 脱 へ

28 年 7 月　 日 銀 が 追 加 の 金 融 緩 和 策 決 定

28 年 10 月　 大 隈 良 典 氏 に ノ ー ベ ル 医 学 生 理 学 賞

28 年 11 月　 山 ・ 鉾 ・ 屋 台 行 事 が 世 界 無 形 文 化 遺 産 登 録

29 年 1 月　 ド ナ ル ド ・ ト ラ ン プ 氏 、 米 国 大 統 領 に 就 任

29 年 6 月　 退 位 特 例 法 が 成 立　 天 皇 は 「 上 皇 」 に

29 年 10 月　 日 経 平 均 は 歴 代 最 長 の 15 連 騰 、 21 年 ぶ り の 高 値 水 準

30 年 2 月　 韓 国 で 初 の 冬 季 五 輪 開 催 、 日 本 の メ ダ ル 史 上 最 多 13 個

30 年 6 月　 名 古 屋 ・ 栄 の 百 貨 店 丸 栄 が 75 年 の 歴 史 に 幕

3 年 10 月　 岸 田 内 閣 成 立

30 年 10 月　 東 京 ・ 築 地 市 場 が 営 業 を 終 え 、 豊 洲 市 場 が 開 業

30 年 12 月　 環 太 平 洋 連 携 協 定 （ T P P ） 発 効

31 年 3 月　 大 リ ー グ ・ マ リ ナ ー ズ の イ チ ロ ー 選 手 が 引 退

元 年 5 月　 新 天 皇 が 即 位 、 元 号 が 「 令 和 」 に 改 元

元 年 10 月　 消 費 税 率 引 き 上 げ （ ８ ％ ↓ 10 ％ ）

2 年 2 月　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス が 猛 威 を 振 る う

4 年 2 月　 ロ シ ア 、 ウ ク ラ イ ナ に 侵 攻

4 年 9 月　 政 府 ・ 日 銀 が 円 急 落 受 け 、 円 買 い 為 替 介 入

4 年 10 月　 バ ブ ル 終 盤 以 来 32 年 ぶ り 、 円 急 落 1 ㌦ ＝ 1 5 0 円 台 突 入

4 年 11 月　 新 型 コ ロ ナ 飲 み 薬 が 緊 急 承 認

2 年 3 月　 Ｗ Ｈ Ｏ が 新 型 コ ロ ナ 「 パ ン デ ミ ッ ク 」 を 表 明

2 年 4 月　 新 型 コ ロ ナ 日 本 全 国 で 「 緊 急 事 態 宣 言 」

2 年 5 月　 新 型 コ ロ ナ 日 本 全 国 の 「 緊 急 事 態 宣 言 」 解 除

2 年 8 月　 G D P 戦 後 最 悪 の マ イ ナ ス 成 長

2 年 9 月　 菅 内 閣 成 立

5 年 3 月　

5 年 5 月　 新 型 コ ロ ナ の 感 染 症 法 上 の 位 置 付 け が 「 5 類 」 へ 移 行

5 年 7 月　

3 年 1 月　

28 年 8 月　 新 祝 日 「 山 の 日 」 施 行

ジ ョ ー ・ バ イ デ ン 氏 、 米 大 統 領 に 就 任

新 型 コ ロ ナ　 11 都 府 県 で ２ 回 目 の 「 緊 急 事 態 宣 言 」

4 年 4 月　 東 証 再 編 、 ３ 市 場 が ス タ ー ト

成 人 年 齢 18 歳 に 引 き 下 げ

3 年 7 月　 コ ロ ナ 禍 の 東 京 五 輪 開 幕　 大 半 の 会 場 で 無 観 客 に

新 型 コ ロ ナ 変 異 株 猛 威 で ４ 回 目 の 「 緊 急 事 態 宣 言 」

長 短 金 利 操 作 の 運 用

長 期 金 利 の 変 動 幅 「 ±　 0.5 ％ 程 度 」 を 目 途 と し た

5 年 10 月　 将 棋 の 藤 井 聡 太 が 史 上 初 の 八 冠 達 成

消 費 税 の イ ン ボ イ ス 制 度 開 始

3 年 5 月　 新 型 コ ロ ナ 愛 知 を 含 め た ３ 回 目 の 「 緊 急 事 態 宣 言 」

文 化 庁 が 中 央 省 庁 で 初 の 地 方 （ 京 都 ） 移 転

5 年 4 月　 日 銀 総 裁 に 戦 後 初 の 学 者 出 身 と な る 植 田 氏

6 年 2 月　 東 証　 史 上 最 高 値 更 新

6 年 3 月　 日 銀　 マ イ ナ ス 金 利 政 策 解 除

6 年 7 月　 新 紙 幣 発 行

6 年 8 月　 南 海 ト ラ フ 「 巨 大 地 震 注 意 」 初 の 臨 時 情 報

6 年 10 月　 石 破 内 閣 成 立

7 年 4 月　 2 0 2 5 年 日 本 国 際 博 覧 会 （ 大 阪 ・ 関 西 万 博 ） 開 幕

7 年 9 月　 最 低 賃 金 が 全 都 道 府 県 で 1 0 0 0 円 超 え

7 年 7 月

7 年 1 月 日 銀 が 政 策 金 利 0.5 ％ 程 度 に 引 き 上 げ

ド ナ ル ド ・ ト ラ ン プ 氏 、 米 大 統 領 に 返 り 咲 き

6 年 １ 月　 能 登 半 島 地 震 発 生　 M 7.6
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12
7 年 3 月

日 米 関 税 交 渉 が 「 自 動 車 ・ 相 互 関 税 15 ％ 」 で 合 意

参 院 選 、 自 公 過 半 数 割 れ で 衆 参 と も 少 数 与 党 に
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地域経済等主要指標
鉱工業指数
　6月の愛知県の季節調整指数（令和2年＝100）は、生産109.0、出荷113.0、在庫95.0となり前月比で見ると、
生産は3.5％低下、出荷は5.7％低下、在庫は1.1％上昇となった。

新設住宅着工戸数
　7月の愛知県の新設住宅着工戸数は4.8千戸となり、前年同月比2.0％減少となった。

全国 愛知（単位：千戸）
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百貨店販売額
　7月の愛知県の百貨店販売額は386億円となり、前年同月比1.5％減少となった。
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地域経済等主要指標
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貿易港別輸出入額
　6月の愛知県の輸出額は、17,947億円で前月比13.3％増加となった。また、輸入額は8,465億円で前月比
4.5％減少となった 。

輸出 輸入（単位：億円）
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公共工事請負額
　7月の愛知県内の公共工事請負額は1,191億円となり、前年同月比18.2％増加となった。

企業倒産状況
　8月の愛知県内の企業倒産件数（負債額1,000万円以上）は56件、負債額35億円となった。倒産件数は
前年同月より13件増加したが、負債総額は24億円減少となった。
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有効求人倍率（季調値）
　7月の愛知県の求人倍率は前月比0.01㌽低下し、1.27倍となった。
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地域経済等主要指標
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所定外労働時間指数（原指数）
　6月の愛知県の所定外労働時間指数は前年同月と変わらず、 96.5となった。
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全国 愛知（単位：10億円）

＜預　金＞　7月の全国信用金庫預金残高は1,625,283億円（前月比9,722億円減少）で、愛知県内信用金
庫預金残高は186,264億円（前月比994億円減少）となった。
＜貸出金＞　7月の全国信用金庫貸出金残高は816,084億円（前月比702億円増加）で、愛知県内信用金
庫貸出金残高は90,844億円（前月比178億円減少）となった。
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円相場 日経平均（単位：円）

円相場、日経平均
　円相場（月末値）は令和に入り1ドル当たり100円台で推移していたが、150円をつけるまで円安が進み、
その後は150円台前後で推移し、令和7年8月は147.01円となった。
　日経平均株価（月末値）は、一時期下落傾向にあったが、半導体関連を中心とした日本経済への期待感
により急速に株価が上昇に転じ、 企業業績の改善や円安等もあり、 令和7年8月は42,718.47円となった。
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0
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（
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原
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地
域
経
済
等
主
要
指
標
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注
1
）
対
象
は
常
用
労
働
者
5
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以
上
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事
業
所
。
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平
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（
注
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注
3
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特別調査 「不透明感が増す経済社会情勢と中小企業経営」

・米国の経済社会政策（関税等）の売上への影響については、「特に影響がなかった」が60.4％、次いで「多少の
　悪影響があった」が22.5％、「大いに悪影響があった」が2.2％となったのに対して、「わからない」が14.5％あった。
・米国の経済社会政策（関税等）の今後の売上への影響については、「特に影響がないと予想する」が49.0％、
　次いで「多少の悪影響があると予想する」が28.1％、「大いに悪影響があると予想する」が2.9％となったのに
　対して、「わからない」が19.8％あった。

問１．トランプ大統領就任後、米国の経済社会政策（関税等）には不透明感が増しています。こうした動きを受け
て、貴社の売上にこれまで影響がありましたか。次の中から１つ選んでお答えください。また、今後の売上
に影響があると予想しますか。次の中から１つ選んでお答えください。

中国経済の減速による影響については、「原材料・部品・商品等の調達難」が15.5％、次いで「中国からの輸入
コストの上昇」が10.1％、「中国製品との価格競争の激化」が6.9％となったのに対して、「特に影響を見込んでい
ない」が63.6％あった。

問2．中国経済の減速が懸念されていますが、貴社に対して間接的な事象も含めてどのような影響が見込まれ
ますか。あてはまるものを次の中から３つ以内で選んでお答え下さい。

これまでの売上

今後の売上

大いに悪影響があった 2.2％大いに悪影響があった 2.2％ むしろ良い影響があった 0.4％むしろ良い影響があった 0.4％

大いに悪影響があると予想する 2.9％大いに悪影響があると予想する 2.9％ むしろ良い影響があると予想する 0.2％むしろ良い影響があると予想する 0.2％

中国企業や個人向け売上の減少 3.3％中国企業や個人向け売上の減少 3.3％
中国と取引のある元請け企業からの
受注減少 4.4％
中国と取引のある元請け企業からの
受注減少 4.4％

中国からの
輸入コストの上昇 10.1％
中国からの
輸入コストの上昇 10.1％

中国製品との
価格競争の激化 6.9％
中国製品との
価格競争の激化 6.9％

原材料・部品・
商品等の調達難 15.5％
原材料・部品・
商品等の調達難 15.5％

売掛金回収リスクの
増大 0.1％
売掛金回収リスクの
増大 0.1％

為替変動による
収益の悪化 3.6％
為替変動による
収益の悪化 3.6％

中国人労働者の
増加 2.5％
中国人労働者の
増加 2.5％その他 0.6％その他 0.6％

多少の悪影響があった
22.5％

多少の悪影響があった
22.5％

特に影響がなかった
60.4％

特に影響がなかった
60.4％

わからない
14.5％
わからない
14.5％

多少の悪影響があると
予想する 28.1％

多少の悪影響があると
予想する 28.1％

特に影響がないと予想する
49.0％

特に影響がないと予想する
49.0％

わからない
19.8％
わからない
19.8％

特に影響を
見込んでいない
63.6％

特に影響を
見込んでいない
63.6％
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新商品・サービスの開発 8.0%新商品・サービスの開発 8.0%

　事業の多角化 8.2%　事業の多角化 8.2%特にない 17.3%特にない 17.3%

従業員教育の強化 14.5%従業員教育の強化 14.5%

デジタル化の推進 3.6%デジタル化の推進 3.6%

資金繰りの見直し 14.2%資金繰りの見直し 14.2%

為　　替 物価上昇

・今後の外国為替相場の望ましい水準については、「現状より円高傾向が望ましい」が26.8％、次いで「現状
　程度が望ましい」が15.6％となったのに対して、「自社には関係ない」が29.0％、「わからない」が22.9％あった。
・コロナ禍以降の物価上昇傾向が経営にもたらす影響については、「悪い影響をもたらしている」が55.9％、次いで  
　「どちらともいえない」が23.4％となったのに対して、「わからない」が12.4％、「自社には関係ない」が7.8％あった。

問３．今後の外国為替相場（主に円ドル相場）の貴社にとって望ましい水準について、次の中から1つ選ん
でお答えください。また、コロナ禍以降の物価上昇傾向が貴社の経営にもたらす影響について、次の
中から1つ選んでお答えください。

経営面で今後見直したい取組みについては、「コスト削減」が33.5％、次いで「新規顧客の開拓」が32.3％、
「既存顧客との関係強化」が31.5％となったのに対して、「特にない」が17.3％あった。

問４．不透明感が増す経済社会情勢を受けて、経営面で今後見直したい取組みはありますか。次の中から
３つ以内で選んでお答えください。

地域金融機関の体制面で望むことについては、「要望に対する迅速な対応」が41.9％、次いで「担当者の頻繁
な人事異動がないこと」が16.6％、「担当者交代時の丁寧な引継ぎ」が14.4％となったのに対して、「特に期待し
ていない」が21.6％あった。

問５．不透明感が増す経済社会情勢を受けて、地域金融機関の体制面で望むことについて、次の中から３つ
以内で選んでお答えください。

その他 0.5%その他 0.5%

現状より  円安傾向が望ましい 5.7％現状より  円安傾向が望ましい 5.7％ 良い影響をもたらしている 0.5％良い影響をもたらしている 0.5％ 自社には関係ない 7.8%自社には関係ない 7.8%

自社には関係ない
29.0％

自社には関係ない
29.0％

0％ 10％ 30％20％ 40％ 50％

要望に対する迅速な対応
担当者の頻繁な人事異動がないこと

担当者交代時の丁寧な引継ぎ
金融機関の本部専担者・外部専門家による支援

支店窓口での相談機能の強化
インターネットバンキング等の非対面チャネル充実

担当者の訪問回数の増加
　担当者訪問時の滞在時間の延長

その他
　特に期待していない

0.4％0.4％
21.6％21.6％

1.4％1.4％
7.2％7.2％
7.6％7.6％
7.8％7.8％

11.9％11.9％
14.4％14.4％
16.6％16.6％

わからない
22.9％
わからない
22.9％

わから
ない
12.4％

わから
ない
12.4％

どちらとも
いえない
23.4%

どちらとも
いえない
23.4%

現状程度が
望ましい
15.6％

現状程度が
望ましい
15.6％

現状より円高
傾向が望ましい
26.8％

現状より円高
傾向が望ましい
26.8％

悪い影響をもたらしている
55.9%

悪い影響をもたらしている
55.9%

41.9％41.9％

新規顧客の開拓
32.3%

新規顧客の開拓
32.3%コスト削減

33.5%
コスト削減
33.5%

既存顧客との
関係強化
31.5%

既存顧客との
関係強化
31.5%
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緊急アンケート「2025年の最低賃金引き上げ」に関するアンケート調査

0％ 10％ 30％20％ 40％ 50％

43.0％43.0％
32.3％32.3％

8.7％8.7％
10.9％10.9％

5.1％5.1％

大いに負担がある
多少の負担がある

負担は少ない
ほとんど負担は感じない

その他

問2．毎年引き上げが続いている最低賃金の現在の負担感はいかがですか。
最低賃金引き上げの負担感については、「多少の負担がある」が43.0％、次いで「大いに負担がある」
が32.3％、「ほとんど負担は感じない」が10.9％、「負担は少ない」が8.7％となった。

人件費の増加分を製品（サービス）価格へ転嫁する
残業時間やシフトの削減を行う（非正規社員を含む）
原材料費の増加分を製品（サービス）価格へ転嫁する
設備投資の抑制等、人件費以外のコスト削減に努める

生産や業務プロセスの見直しを図り、生産性を向上させる
具体的な対応が無く、収益が圧迫してしまう

従業員の削減、採用の抑制などを行う（非正規社員を含む）
他の従業員の賃上げ抑制、一時金等の削減を図る
支払原資に余力があるため、特に対応は行わない

その他

問4．最低賃金引き上げに伴う人件費増加への対応はどうお考えですか。３つ以内でお答えください。
最低賃金引き上げに伴う人件費増加の対応については、「人件費の増加分を製品（サービス）価格へ転
嫁する」が44.1％、次いで「残業時間やシフトの削減を行う（非正規社員を含む）」が24.8％、「原材料費の
増加分を製品（サービス）価格へ転嫁する」が23.5％、「設備投資の抑制等、人件費以外のコスト削減に
努める」が20.3％となった。

問5．最低賃金引き上げについて、ご意見があればご記入ください。
最低賃金引き上げについて、以下の意見があった。
・「商品に付加価値が付けば、引き上げの可能性がある」
・「会社の負担は増えるが、しっかり対応していきたい」
・「ベテランの従業員が多いため、最低賃金以上の支払いを常に意識している」
・「景気が良くなれば、賃金は自ずとアップの方向に向かっていく」

問１．2025年8月に最低賃金の目安額を前年比63円（＋6.0％）引き上げする方向であると報じられました。
　　　それを踏まえて貴社はどのようにお考えですか。

0％ 10％ 30％20％ 40％ 50％ 60％

8.0％8.0％
51.1％51.1％

29.9％29.9％

11.0％11.0％

最低賃金引き上げ額を引き上げる予定である
最低賃金引き上げ額以上の引き上げを考えている

既に最低賃金引き上げ後の最低賃金以上を
支払っているため、今期は引き上げしない

その他

最低賃金の目安額引き上げについては、「最低賃金引き上げ額を引き上げる予定である」が51.1％、次
いで「既に最低賃金引き上げ後の最低賃金以上を支払っているため、今期は引上げしない」が29.9％、
「その他」が11.0％、「最低賃金引き上げ額以上の引き上げを考えている」が8.0％となった。

8.6％8.6％

0％ 10％ 20％ 30％

0.5％0.5％

3.2％3.2％

10.1％10.1％

16.5％16.5％

4.4％4.4％

32.3％32.3％

5.0％5.0％

8％以上

5～ 7％程度

3～ 5％程度

1～ 3％程度

1％未満

対応は難しい

対応は困難である

わからない

その他

問3．政府が目標に掲げている「2020年代に全国加重平均1,500円」への対応はいかがですか。対応可能
　　  な場合は、引き上げ可能な水準をお答えください。

・2020年代に全国加重平均1,500円への引き上げが対応可能な水準については、「1～3％程度」が19.4％、
　次いで「3～5％程度」が10.1％、「1％未満」が8.6％となった。
・2020年代に全国加重平均1,500円への対応については、「わからない」が32.3％、次いで「対応は難し
　い」が16.5％、「その他」が5.0％となった。

引き上げ可能な水準 対応出来ない・わからない

19.4％19.4％

40％

50％0％ 10％ 20％ 30％ 40％

30％20％10％0％

5.2％5.2％

5.5％5.5％

1.4％1.4％

5.1％5.1％

10.6％10.6％

14.1％14.1％

20.3％20.3％

23.5％23.5％

24.8％24.8％

44.1％44.1％



　いちい信用金庫の営業エリアには、多くの特産品があります。
　「郷土の特産品」の第53回目として、「ポインセチア」を紹介します。
　ポインセチアはトウダイグサ科トウダイグサ属の常緑性低木の植物です。学術上の標準和
名は「狸々木」でポインセチアは通名です。日本では11月から12月頃に茎の上にある葉が赤
や桃色や乳白色に美しく色付きます。
　葉は薄く、楕円形をしており、花はいわゆる杯状花序です。一般に花冠（花びら）と見ら
れるものはその下に着く苞（葉）であり、これが赤く染まったものが観賞の対象となってい
ます。その赤さはキリストの血の色にも例えられます。
　原産はメキシコと中央アメリカです。原産国とされるメキシコでは「ノーチェ・ブエナ」
（原義は「素晴らしい夜」ですが、通称として「クリスマス・イヴ」の意味も併せ持ってい
ます）と呼ばれています。メキシコの伝説によると、アメリカの初代メキシコ公使であった
Ｊ・Ｒ・ポインセットの名が響き渡っており、真冬に花を咲かせることから、彼の名前が付
けられたとされています。
　品種は以前から多く生産されてきた「V10」の他、「ホワイトシングル」、「ウインター
ローズ」、「アイスパンチ」など近年多様化しており、色も従来の紅色以外に、乳白色、淡
い黄緑、ピンク、斑入りなどバリエーションが豊富になっています。
　日本には明治時代にやって来ました。大酒飲みの赤い顔が特徴である伝説上の動物
「狸々」に似ていることから、その名が付けられたと言われています。
　愛知県北部に位置する江南市と大口町は県内でも有数の産地として、主に中京地域や関東
地域に出荷されています。出荷時期は10月から12月中旬となっています。
　ポインセチアは寒さに弱いため、日当たりのよい室内に置くと良いでしょう。冬でも最低
温度10℃を保つことが必要ですが、暖房器具の温風を直接当てないようにしましょう。玄関
や窓辺は夜冷え込みやすい場所ですので、厚手のカーテンをつけたり、窓から離して置くよ
うにしましょう。5月から9月は屋外の日光がよく当たる場所に置いてください。
　また、乾燥には強いですが、高い湿度は嫌います。水を与えすぎず、乾かし気味で管理す
るのが、長く楽しむコツです。
　冬場、土は湿っているのに、葉がしおれてしまうこ
とがあります。この場合は、寒さが原因であるため、
あわてて水を与えることはせず、暖かい場所に移動さ
せましょう。2月から5月に新芽が出始めるまでは生育
を休止して水を吸わなくなりますので、乾かし気味に
育てるようにしましょう。
　クリスマスが近づくと花屋に鉢物が多く出回るよう
になるため、「クリスマスフラワー」とも呼ばれてい
るポインセチアは、郷土の特産品なのです。
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郷土の特産品
（第53回）

ポインセチア
（江南市、大口町）

しょうじょう

ショウジョウボク

ポインセチア
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　　・ウィキペディア、 ・ＪＡ愛知北「ＪＡ愛知北の農業」ＨＰ、 ・みんなの趣味の園芸ＨＰ
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